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研究成果の概要（和文）：　表情分析技術を用い、複数視聴者の顔情報から自動的に講演会等の評価分析を行う解析シ
ステムを開発構築した。開発されたシステムは、講演会中の視聴者の様子を映した動画データから表情・視線・顔向き
の情報を抽出する技術(マシンビジョン)を用い、多人数の時系列データを基にした各時点における講演の評価の自動化
を可能にした。多様な非言語コミュニケーション（表情：喜、怒、哀、楽、不安、驚き）の抽出情報の精度を向上させ
たことにより、複数人の表情から得られる観客のマクロな状態情報の取得を可能にし、講演者のプレゼンテーションの
文脈による聴衆の反応の変化を逐次解析ができるようになった。

研究成果の概要（英文）：　We developed the lecture assessment system based on automated face recognition 
method.The system automatically provides the momentary information about the communication between the 
lecturer and audience from the analyzed data of the lecture movie. The existing methods for the lecture 
assessment was constrained by the after-the-fact statements. Our method provides the new approach to the 
understanding the mood shift in the lecture based on the superimpose nonverbal communication.

研究分野： 教育評価学

キーワード： 表情分析　非言語コミュニケーション

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
講演者にとって、講演会等で多数の聴衆との
間に場面ごとに有効なコミュニケーション
が成立しているかどうかは、もっとも重要な
主題である。今日、コミュニケーションスキ
ルの習得、特にプレゼンテーション能力の評
価は人材育成の要素として特に重視されお
り、定量的な解析方法の開発が強く望まれて
いる。 
 それに対するこれまで一般的な調査方法
は、１）評価アンケート、２）手元操作式評
価スイッチ装置であった。 
 しかしながら、１）評価アンケートは一般
的に事後の調査であるため、時々刻々の評価
は得ることはできず、聴衆の記憶に依存する
ため、講演の前半や中盤の評価は実際の反応
とは一致していないことがある。２）手元操
作式評価スイッチ装置では、装置を操作聴衆
は講演に集中出来なくなってしまうという、
課題点がある。 
 我々はポスターなどの静止画から笑顔度
を抽出する手法を用い、選挙での得票率が笑
顔度に影響されるか否かを調査し、有意に有
権者の判断に影響することを検証してきた。
静止画で行った手法をビデオ動画に用いれ
ば、聴衆に負担を掛けることなく、客観的に
素のリアクションを何人にでも何時間にわ
たってでも得られる。この手法では表情以外
に、目の開き具合、視線の向き、顔の向きも
定量できる。目の開き具合を時系列に並べれ
ば、人間がカウントするよりも細かい間隔で
瞬きの回数を定量することが可能になる。 
 これらの方法を用いれば、既存の方法とは
異なり、時々刻々の観客の反応を取得でき、
シーンごとの観客と講演者、観客同士の相互
作用について、実データを用いて分析するこ
とが可能である。 
  
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、講演会や講義における演
者と聞き手のコミュニケーションシステム
を解明に寄与するため、｢顔情報抽出技術｣を
用いて、撮影されたビデオ動画から、演者と
聞き手の相互リアクションを自動的かつ定
量的に解析する手法を開発することである。 
 開発した動画分析システムを用いて、科学
教育の動画を視聴している聴衆がどのシー
ンでどの様に反応しているか、定量的に解析
することである。 
 これにより、演者と聴衆、また聴衆同士の
協調行動によって生み出される｢場の空気｣
の形成の分析を目指した。 
 
３．研究の方法 
 
 １）動画・顔情報抽出：顔認識ソフトウェ
アモジュールを組込み、動画用表情抽出ソフ

トを開発。 
２）システム検証： 抽出表情データと事後
アンケート、手元装置による評価データとの
比較。 
 
 
４．研究成果 
 
①本研究の目的である複数人の顔情報から
講演等の『場の雰囲気』を抽出するシステム
の開発をすすめ、本年度、複数人の非言語コ
ミュニケーション解析システムの測定精度
の向上、比較分析自動化、コミュニケーショ
ン情報の多チャンネル化（表情：喜、怒、哀、
楽、不安、驚き；顔運動情報：向き、位置、
視線、瞬き）を実現した。 
 
１）ソフトウェア構成 
開発システムのソフトウェアは、講演コミュ
ニケーション分析システム(統合部)、①動画
データ読み込み･変換モジュール、②動画変
換インターフェイス・画質調整モジュール、
③グラフ表示モジュール、④顔認識モジュー
ルによって構成されている。 

図１ システム構成図 
 
本解析システムでは、解析データの表示イン
ターフェイスを再構築し、マクロな全体情報
とミクロな個々の情報を、任意に表示選択で
きるシステムを作成開発した。解析対象の動
画画像から一括で非言語コミュニケーショ
ン情報を抽出すると、対象とする全員の平均
値について各時系列情報を得ることはでき
たが、その情報をフィードバックし個々の時
系列情報と比較することが困難であったが、
本統合処理システムの開発によって利便性
が向上した 
 
２）抽出情報の発展改善 
 表情分析システムを改変し、多様な非言語
コミュニケーション（表情：喜、怒、哀、楽、
不安、驚き）の抽出情報の精度を向上するこ
とが出来た。解析精度が向上できたことに伴
い、複数人の表情から得られる観客のマクロ
な状態情報、すなわち『場の空気』の時系列
情報はノイズ成分を減らすことに成功した。
さらに各表情情報（喜、怒、哀、楽、不安、
驚き）のそれぞれのマクロな状態情報同士の



比較も精度良く行う事が可能になったこと
で、講演者のプレゼンテーションの文脈によ
る聴衆の反応の変化に対する解析をより深
く、多面的に可視化する機能を実装した。 

 
図２ 統合表示インターフェイス 

 
３）視線情報の統合分析機能 
 講演中に観客がどの程度、講演者を見てい
るのかは、重要な判断基準である。顔認知シ
ステムの特徴量抽出機能を利用し、講演者に
対する顔向きベクトル、瞳画像分析データか
ら、講演者への注目度を定量的に抽出する手
法を開発した。 
 これによって、どのシーンにおいて、講演
者の方向に視聴者が目を向けているのか、そ
の時点での表情とどのように関連づけられ
るのかを解析することが可能になった。 
 
 
② 開発システムによる分析方法 
 開発した動画分析システムを用いて、科学
教育の動画（引用１）を視聴している聴衆が
どのシーンでどの様に反応しているか、定量
的に解析した。 
 学教育用の動画コンテンツを上映し、実験
参加者（7 名）にシーンごとにアンケートメ
モを取ってもらいながら、視聴中の風景をビ
デオ撮影し、動画分析システムに読み込ませ、
表情データの定量化を行った。 
 その結果、全員分の顔情報は動画全編の視
聴中に欠損無く取得できることが確認でき、
異なる人物を同一人物であると誤認識する
こともなかった。 
 視聴者全員のデータを統合した解析結果
から、シーン（内容の違い）によって、現れ
る表情平均には違いが生じることが、明らか
にすることが出来た。より思考が求められる
シーンでは、全体の笑顔レベルが下がり、真
顔の度合いの高まりがみられることが解析
結果から得られることが分かった。 
 今後の課題としては、学習者の主観と結果
の一致を分析し、講演等における観客と聴衆
の相互作用によって生じる『場の空気』の形
成過程を明らかにするとともに、解析手法と
しての発展向上を目指す。 
 

図３ システム解析結果グラフ(参加者) 
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